愛日文庫所蔵｢魯齊亞國全圖｣略述-長久保赤水述｢魯齊亜之圖｣との関わりにおいて- by 岩井,憲幸
愛日文庫所蔵「魯齊亜國全圖」略述
一長久保赤水述「魯齊亜之圖」との関わりにおいて一
岩井　憲幸＊
はじめに
　筆者は先に，藍田文庫に新たに加わった長久保赤水述「魯齊亜之圖j（口
絵4参照）に関連する図のひとつとして，大阪の愛目文庫所蔵「魯齊亜國
全圖」について若干述べるところがあった［1］。
　赤水述「魯齊亜之圖」（以下Aと略称）にもっとも近い関係を有する図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママ　として，横浜市立大学鮎澤文庫所蔵「皇國清天竺朝鮮女直鞍編蝦夷魯齊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママ　亜之圖」（以下B）および同上「莫斯舟亜魯齋亜地理圖」（以下R）をあ
げ，北海道立文書館所蔵『北秋事暑』所収「魯西亜国地圖」（以下P）に
言及し，さらにA・B・Rの他に類似の図として愛日文庫所蔵「魯齊亜國
全圖」（以下C），市立函館図書館所蔵「魯齊亜國全圖」（以下D），天理
図書館所蔵松平定信旧蔵「赤人所持魯齊圖」（以下E）のあることを紹介
した。
　これらの図のうち，外形的特徴からC・Dがひとつのグループをなし，
A・Bのグループに対立し，系譜上Eに後続する。EはA・Bのグループか
らやや離れている。（P・Rについては小論につかれよ。）そして，C・Dは
E等をもとに，若干の修正を加えて後に作成されたものではないか，と推
論した。さらに，精査を終えていないことをことわった上で，C・Dおよ
びEともに蝦夷2島は日本型であること，C・Dは西天竺を有し，アムー
’いわい・のりゆき／文学部教授／ロシア語／蔵田文庫編纂委員会委員
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ル河は西へ貫流すること，色分けはEに近いこと，Cのみコンパスローズ
を描くこと，Eは図の上を南とし，天竺の西は海であり，朝鮮を島として
描くこと，等を指摘した。
1
　今夏愛日文庫の曝書に際し，短時間ながらも「魯齊亜國全圖」（C）に
再び接することが出来た（写真1参照）。よって，メモ程度ではあるが本
図について，略述を試みたい。
写真1
　愛日文庫は現在の大阪市立開平小学校に保管されている。Cの『愛日文
庫目録』［2】における通し番号は〈134＞。大きさは77．5×83．5cm前後。
1舗。図右下に〈魯齊亜國全圖〉の内題を有し，その真下にく思胎堂圖書
記〉の陽刻朱印を捺す。山片家の蔵書印である。
　図は紙の袋に保存されていて，袋の大きさは31x21．8cm前後。表に2
行にわたりく文化年製」　魯齊亜國全圖〉と隷書風に直書きされている。
一129一
ここではく魯西亜〉の第2字にく西〉字を用いていることに留意せよ。右
上に朱筆で＜J6＞とある。
（ただし＜J＞は〈1＞の大
文字筆記体として用いてい
る。）朱筆の下に後の図書ラ
ベルが貼られている。朱筆
をふくむ表題の手は，愛日
文庫の調査に永年たずさわ
り，目録の作成にあたった末
中哲夫氏によると，山片家4
代重芳のそれであるという。
本図は仙台藩との関係から
入手したものであろうか。
　図本体に戻る。内題脇に
次の2つの記事を有する。そ
の第1は朱の三角形の下に2
行にわたり
▲ウヱルスタ」本朝ノ
凡十早 写真2
と記し，ついで4行にわたってその説明を記す。（双行注は（）内に単行
に，また格助詞等細字も普通の大きさに，さらに合字は単字にひらいて，
変更して引用する。以下同じ）
里数二長短アルコトーナラズ「ヲロシヤ」ノ里数ハ曲尺七尺二
寸ヲ（一間ノゴトシ）五百合セテ「一ウヱルスタ」ト云」コレ
ヲー里トス日本ノー里ハ「ヲロシヤ」ノ凡三里（ウヱルスタナ
リ）半ニアタル「エンゲランド」ノニ里十五丁ニアタル「ド」
イツランド」」ノニ里十五丁ニアタル「ヲロシヤ」ノー里ハ日
本ノ十一丁「エンゲランド」ノー里ハ日本ノ十五丁「ドイツラ
ンド」ノー里ハ日本ノー里二十四丁ニアタル
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　かかる〈ウヱルスタ〉すなわちいわゆる〈露里〉に関する記事はDも含
め，他図には見られない。
　ついで上文の左脇に貼紙があり，末中氏に従えばこれも重芳の文字であ
るという。原文は3行にわたって次のようにある。ここでもく魯西亜〉に
く西〉字を用いることに注意せよ。すなわち重芳は〈ロシヤ〉の〈シ〉を
く西〉と表記する。
　　魯西亜國都「ペテルボルjヨリヱドロップ罵迄」海陸一萬六
　　百九十九里」日本里三十六丁ニシテ三千二百六十九里十七町
図の保存状態はよく，全体として淡い色彩が美しい。
2
　次に赤水述図Aとの関わりにおいて本図Cを見てゆくこととする。以前
の記述と重複することがあるかもしれないが，容赦を乞う。以下箇条書き
とする。
1．〈文化年製〉と袋に明記する。
2．内題に他図と同様く魯齊亜〉とく齊〉字を用いている。ただし袋題
　はく西〉字。
3．コンパスローズを有する。C図のみ，他図になし。
4．〈天竺〉の西方は海ではなく，〈西天竺〉の名を有する地つづきで
　ある。Dに同じ。他図と異なる。
5．アムール河は西へ貫流する。
　各図の特徴点と各陸地の色分けの具合を比較して表に示せば次のようで
ある。
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表1　各図の特徴
地形などの特徴点
表題 年紀 大きさ
図の
繧ﾌ
絈p
蝦夷2島
ﾌ形＊＊
インドの
ｼ称
インド
ﾌ西側
A 魯齊亜之圖 一 66．4×75．6cm
?
日本型 天竺 （海）
B 魯齊亜國＊ 『 68×80cm
?
日本型 天竺 （海）
????　莫斯可亜
D齋亜地理圖
文化4年写
@（1807） 69×79cm南 ロシア型 印度 （海）
魯齊亜國全圖 文化年製i1804－1817）77．5×83．5cm
?
日本型 天竺
（陸）
ｼ天竺
＊横浜市立大学所蔵「皇國清天竺朝鮮女直蘇編蝦夷魯齊亜之圖」の内題。
＊＊「魯斉国彊界全図」・同「分図」第一の型をロシア型，「蝦夷輿地之全図」の型を日本型と仮称。
表2　各図の色分け一覧
ロシア 蝦夷2島 日本 満州 女直 朝鮮 縫旦 （中国） （インド） （インドの西）
A 薄朱 桃 ? ㌔一へ一一ノ
@桃 一 白地 白地 一
B 白地 ? 白地に朱
ﾌ縁どり
｝黄土 『 緑 桃 ｝
R 白地 桃 朱
桃
｝白地 白地
?
白地 白地
C　　薄朱
舶ｪ的に白地
?
緑 ｝?
白地 一 白地 灰の縁どり 灰の縁どり
　なおCにもっとも近似するDは大きさが79．5×84cm。　Cに近い。色分
けは，ロシアが薄朱，蝦夷2島（その形は日本型）が黄，日本が緑，満州・
女直が桃，中国と朝鮮が白地，インド（天竺）が薄墨色，インドの西（西
天竺）は灰色であり，Cによく似ている。　Dの更なる点については，未調
査ゆえ，他日に期したい。
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3
　次に主たる土地に付された注文を，手許のメモによって引用しておきた
い。短時間ゆえ全地のすべてにわたって読み取ることは困難であった。番
号を付して引用するが，＊以下の注記中に，選考する拙論の比較対照表の
通し番号を示し，便宜をはかった。
　1．〈カムサスカ〉の下に：
　　　　　此所ヨリウルフ嶋工年々ラツコ捕ノ」猟船出ス其外近嶋
　　　　　エノ通舩アリ」往古赤蝦夷ト唱ス所ナリ　＊114，115．
　2．〈ヲボツカ〉の下に：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ママ　　　　　　此所ヨリウルフ其外」所々工猟舩出ス是ヨリ」イヨエツ
　　　　　カエ陸地諸荷物」馬ニテ運送　＊125．
　3．〈イヨコツカ〉の脇に：
　　　　　此所ニテ川幅八ウヱルスタ此里数（日本之二里）余」「ヲボ
　　　　　ツカ」「カムサスカ」ノ諸荷物此所ニテ」舩に積「カチヨ
　　　　　カ」迄川路ヲ登ルナリ　＊132．
　4．〈川ノ名レナ〉の下に：
　　　　　イヨコツカヨリ川下落ロマテ三千ウヱルスタ　＊132，133．
　5．〈イリハノヰ〉の先に：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママ　　　　　　ヲ＼シレンスカ此所川落ロナリ」川幅七拾ウヱルク」此
　　　　　里数（日本之）十九里余＊129．
　6．〈イリコツチ〉の脇，〈莫斯寄亜〉への朱線に：
　　　　　此所ヨリカムサスカ」ヲボツカ」其外都而」東北ノ守護
　　　　　勤番ヲ出ス　＊155．
　　　　　　くマ7）　7．〈セハフク〉から〈ニレセンスカ〉の朱線に：
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　　　此所魯齊亜ト大清ト両國會ス所アリテ」常二交易ヲ通ス
　　　　＊163，　164．
　　モ　ス　ク　ワ8．〈莫斯寄亜〉に：
魯齊亜ノ本國ニテ」國王冬ノ居城少シ」暖國ナリ
9．〈ベテルボル〉に：
國王夏ノ居所寒國ナリ」海濱諸國ノ交易ナリベテルボル
　引用の例が少数であり，小異は存するもののきわめてA・Bに近い。
　一方，うすく緑に塗られた日本は，二重枠の内にく日本〉を記し，他に
〈南部・津軽・秋田・京〉を一重枠で，枠なしで，〈四国・九州〉と計7
箇所を記すのみである。この点はA・Bとは異なる。（この点，当然だが
Dと近似し，さらにEに近い。）
4　おわりに
　さて筆者は，これらの原図が光太夫将来図に遡り，かつ朱線等がロシア
を実地に見た光太夫による説明文であるという，従来の説に対して異をと
なえた。そうではなくして，ロシア製里程図の写しに，日本人が従来の東
アジア部分をくっっけて合成したものが，原図ではないかと推測した。こ
れが正しいか否かは，次の課題であるが，同様の方法で作成された例が存
するのである。この事に関しては別稿を用意したい［3］。ここでは，愛日
文庫図Cにつき印象で語ったものを，若干ではあるが，その裏づけとして
の事実を略述報告しておくにとどめる。
　いずれにせよ，これらの原図の問題は，函館図書館図Dおよび松平定信
旧蔵図Eを精査し，もう一度ロシア製里程図や「魯西亜國地圖jPとの比
較を行った上で，全体の系統関係を考えてみる必要があるであろう。
【謝辞］小稿をまとめるにあたり次の方々に御協力を得ました。記して謝
意を表します。元早稲田大学教授末中哲夫先生・愛日教育会丸山悦治氏・
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中尾松泉堂書店中尾堅一郎氏。なお写真は愛日教育会の許可を得て掲載し
ました。
注
（i］岩井憲幸く新収の長久保赤水述「魯齊亜之圖」について〉，藍田文庫
　編纂委員会「中間報告（3）」，明治大学人文科学研究所紀要第51冊，
　2002年3月．
【2］末中哲夫・埜上衛『愛日文庫目録』，大阪市立愛日小学校愛日教育会，
　昭和61年3月。なお愛日文庫そのもの，山片家とくに重芳や番銚，さ
　らに山片家と仙台藩との関係については，それぞれ専門書につかれよ。
　ここでは省略する。
13］明治大学人文科学研究所紀要に掲載の予定で，印刷中。
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